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AOZORA NEWS

さんだや

園庭で育てているオクラ・ピーマン・なす・きゅうり・トマトが収穫の時期
を迎えています。きゅうりはちょっと目を離すと急に大きくなるので油断がで
きません。トマトも気を付けていないと赤くなったかと思うとすぐに地面に落
ちてしまいます。夏野菜は成長の速いものが多いように感じます。こどもたち
も夏にグッと背が伸びることがよくあります。夏の季節は、私たちが太陽の恵
みをたくさん受けて暮らしていることを教えてくれているように思います。
　そろそろ、来年度のことが気になる時期になってきました。あおぞら園では、
6月の上旬に就学説明会があり、明石市教育委員会学校教育課の先生といなみ
野特別支援学校支援部の先生にあおぞら園へお越しいただき、小学校へ入学す

るにあたっての準備や入学までの流れと手続き、小学校で受けることのできる支援の具体的な状況などについてお話しし
ていただきました。そして、6月の下旬に、保護者会であおぞら園の相談支援員が放課後等デイサービスについて保護者
の方からいただいていた質問を元にお話しさせていただきました。7月の中旬には、あおぞら園を卒園した新一年生のお
母さま方との懇親会で、先輩お母さま方に、就学を決めたきっかけや小学校での
お子さまの様子などをお話ししていただきました。
また、来年度就学を迎える子どもたち対象に、就学に向けて準備をする「み
どりクラス」も 7月から始まっています。こどもたちは、小学校と同じ机と椅子
を使って活動したり、順番にならんで運動遊びをしたりしています。職員が丁寧
に環境を準備することで、何をするのかが分かって自分で動くことができるよう
になってきています。これからも分かる経験をしてもらいながら、できる経験を
積み上げていけるよう進めていきたいと思います。

6月に保護者の方にご参加していただき歯科検診を行いました！ ～お子様の歯の健康を守る～

睡眠について ～あおぞら園・きらきら内部研修～

浅原奈緒子園長のご挨拶

今回、睡眠についての内部研修を受けました。睡眠が乱れているお子様にとっては生活リズムの乱れが睡眠の乱れに
繋がっているだけではないことを学びました。
例えば、感覚の過敏さや特性によっての気持ちの切り替えの難しさ、固有覚 ( 力の入れ具合を感じる感覚 ) などが十

分に発達していない場合に自分のボディーイメージがつきづらく不安に繋がり、寝付きにくくなる等の複数の原因
が考えられることを知り、睡眠の改善に取り組むことの難しさを改めて感じました。
また、お子様が良い睡眠を得るためには、家庭での取り組みだけではなく園で

紫外線対策のもと、外遊びをして日光をしっかりと浴びることが大切であること
も学びました。
今回の研修を通して、個々の家庭環境に合わせて、家庭で取り組むことの出来

ることを保護者の方と一緒に考え、園でしっかりと運動遊びに取り組むことの出
来る環境を作っていくようにしていきたいと思いました。（片山）

福祉の就職総合フェアに行ってきました！ ～これからもあおぞら園の魅力を伝えていきます～

7 月 10 日に「福祉の就職総合フェア in Hyogo」に参加させて頂きました。三田谷治療教
育院のブースにも多くの方が来て下さりました。あおぞら園やきらきらのことを知らない方
にどのように伝えたらわかりやすいのか等を考えながら話をさせて頂きました。仕事内容だ
けでなく、日々の療育に対しても興味を示してくださった方も沢山いらっしゃったように感
じます。これからもあおぞら通信等、様々な機会を用いて園での取り組みを園外の方に発信
していきたいと思います。（山出）
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7 月 7 日に七夕のつどいを行いました。
七夕のつどいまでに、こどもたちが「たなばた」ということばを知り、イメージを持つことができるように、七夕の

歌を歌ったり、七夕にちなんだ紙芝居を見たりしました。つどいの当日には、各クラスで七夕かざりを作り、玄関ロビー
にある笹に飾りつけに行きました。笹には、保護者の方やこどもたちが願い事を書いた短冊も飾り、それにこどもたち
が作った七夕飾りも加わって、とても賑やかな笹飾りになりました。飾りつけた笹をお子様は興味を持って見たり、触っ
たりしていました。
当園では、各クラスで季節ごとの行事の計画を立てて行っています。今回行っ

た七夕の意味や由来をこどもたちが十分に理解するということは難しいかもし
れませんが、行事を通してその時々の季節を感じ、楽しみを見つけたり、季節
は巡ってくる、時間が流れているということを知ったりすることに意義がある
と思います。今後も、環境や教材を工夫し、お子様が「楽しかった」と思える
ような行事を実施していきたいと思います。（山本）

七夕のつどいのご報告 ～お子様が季節を感じる療育の大切さ～

６月に保護者の方にも参加をしていただき歯科検診を行いました。今回から希望されている方には、フッ素塗布もして
いただきました。
昨年度はコロナ禍の影響があり、保護者の方にはご参加いただきませんでしたが、今回は室内の換気を十分に行ったり
パーテーションを使用したりして、感染症対策を実施して行いました。
受診されるお子様にはイラストを使って「今から何をするのか」を伝え、保護者の方と一緒に受けていただきました。
慣れない場所で慣れないことをするため不安な様子を見せるお子様、泣いてしまうお子様もいらっしゃいましたが、普段
から障害者歯科をされている先生や衛生士の方々の関りにより、安心して受診することができていました。先生からは、
普段から保護者の方々が丁寧に歯磨きをされているため、きれいな状態
のお子様が多いとほめていただきました。
お子様を歯医者に連れて行くということは、保護者やお子様にとって、
とても大変なことだと思いますが、虫歯になってから通院するのはもっ
と大変だと思います。歯の健康を守ることはお子様が成長していく上で
とても大切です。そのために、定期的にブラッシングなど負担の少ない
ことから受診し、安心して通える病院を見つけておくことはとても大切
なことだと感じました。（大向）

お子様が遊ぶ環境にも配慮して ～あおぞら園・きらきら職員総出で砂運び～

あおぞら園・きらきらでの仕事はお子様へ療育することだ
けではありません！
先日、砂場の砂の量が減ってきたことから、園庭係の

田中保育士の指揮のもと、ホームセンターで大量の砂を
購入し、あおぞら園・きらきら職員総出で砂場に砂を入
れました。
「お子様が笑顔で遊ぶ姿を想像すると 18kg の砂袋も重く感じません！」と言わんばかりにせっせと砂を運ぶ職員たち。
　環境にもきめ細やかな配慮を怠らないのがあおぞら園・きらきらの職員の基本姿勢です。（服部）

砂場に砂を入れる田中リーダー 軽々と砂袋を運ぶ職員たち

あおぞら園で育っている野菜たち

歯科検診を見守る大向主任（一番奥）

笹に短冊を飾るらっこ組のお子様

外で水遊びを楽しむ
いるか組のお子様

就学に向けて準備をする
「みどりクラス」のつどい

お子様を優しく
見守る山出保育士


